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ついに⽇本にやってきた。疲れたなあ、ハー︕
これは⽇本語で投稿されたものです

葉 晨偉さんの⽇記



9.8

2007.10.05

9⽉8⽇は僕たちの交流の⼀⽇⽬だった。短い付き合いだった友だちと別れる⽇でもあって、あまりいい気分じゃなかった。でもやっぱり不安もあって、それは先⽣が来なくて
あちらの状況がわからないから。ホームステイ先はどんなところなのか、仲良くやっていけるのか、そこの学校についていけるのか、環境はどんな感じなのか…そんな不安を抱
きながら秋⽥にやってきた。着いてみるとちょっとほっとした。僕のホームステイ先はもう何⼈も外国の学⽣を受け⼊れたことがあって、経験豊富な家庭だということだから。
予想どおり、夜には楽しく話をして、お互いのことをわかりあった。ここは6⼈家族なんだけど、4⼈の⼦供のうち3⼈はよそに勉強や仕事に⾏っているので、残っているのはお
⽗さんとお⺟さん、それに息⼦が⼀⼈。お⽗さんはおもしろい⼈で、お⺟さんは親しみやすい⼈。息⼦は無⼝だけど、性格はいい⼈。こうして、僕の交流の旅が始まった。 9.8
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9.10

2007.10.05

明⽇は学校へ⾏く⽇。準備は完璧。外国⼈登録証明書も銀⾏のカードも⽤意できている。あとは明⽇を待つだけ。秋⽥中央⾼校ってどんな学校なんだろう。学⽣たちとうまくや
っていけるかな。ひそかに気にしてるけど、とにかく⾏ってみないことには、はたしてその環境になじめるのかどうかなんてわからない。 9.10
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9.11

2007.10.05

今⽇は登校初⽇だった。学⽣たちは試験中なので、僕はこれからの１週間は⾃習。そういうわけで今朝登校すると校⻑室に⾏き、先⽣たちとお互いに⾃⼰紹介をして、それから
学校を⾒学した。学校に⼊ってみた感想は、まず⼤きいということ。古いけど、⽴派だし、⼤きくて、綺麗で、施設も整っている。⾒学のあと、⾃習を始めて、お昼は図書館内
の職員室でごはんを⾷べた。学⽣たちともしゃべって、楽しかった。 9.11
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9.15

2007.10.05

⼀週間の⾃習が終わった。教科書を読み、練習をして、あと、彼らのテストもやってみた。まあまあの出来だと思うけど、英語はいまひとつだった。しばらく真⾯⽬に勉強して
いなかったからなぁ。でも、きっとここでの課程をこなせると思う。これだけじゃなくて、制服も受け取ったし、教科書も受け取ったし、これでもういつでも授業を受けられ
る。 9.15
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9.17

2007.10.05

今⽇は敬⽼の⽇で授業はなかった。それで僕は家で本とか読んでいた。外の⾬⾵の⾳がうるさくていらいらしたけど、⼤阪だとこんなものではなくて、⼀⽇中35℃もあって、
ほんとうにつらかった。いよいよ明⽇ははじめて正式に授業を受ける。どの教科書を持っていけばいいかわからなくて全部詰め込んだのでカバンがパンパンになって、明⽇⼀⼈
で歩いて学校に⾏くことを考えるとちょっと恐ろしい。学校までは2.5kmあって、歩くと40分ちょっとかかる。ほんと死にそうだよ。まあいいや、どうせこれからは歩いてい
かなければならないし、そのうち慣れるだろう。とにかく今は明⽇の準備をしっかりやらなくては。新しい学校、クラス、クラスメート、環境に備えて。がんばる
ぞ︕︕︕︕︕︕︕ 9.17
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9.18

2007.10.05

今⽇ははじめて正式に授業を受けた。朝、僕はかなり早めに家を出て学校に向かった。途中、興味深く、でも僕には理解しがたいことを⽬にした。たとえば、道路の両側にはそ
こらじゅうに⾃動販売機があって、つまり⽇本では機械化が広まっているというわけだけど、2.5km歩く間、ひとつもゴミ箱を⾒かけなかった。⽇本ではそこらじゅうでカラス
を⾒かける。道端で休んでいたりする。カラスが鳴くのを、⽇本⼈はなんとも思わないのかな︖ あの泣き声が不吉じゃないと考えられているなんてことはないと思うんだけ
ど。今⽇はやっと⾃分のクラスに⾏ったんだけど、クラスメートはまあまあいい感じで、なかなかうまくやっていけそう。ただ授業にはちょっと問題があって、英語と数学はま
あいいんだけど、現代社会はちょっと難しい。授業は⽇本語だけで、しかも外来語が多くて、僕にはさっぱりだ。⼀番の問題は古⽂で、知らない単語や⽂法ばっかり。先⽣は練
習しろなんていうけど、いったいどうしたらいいのかわからない。でも⼀⽇があっという間に過ぎて、放課後になって、僕の好きな卓球のクラブを⾒学に⾏った。でも驚いたこ
とに、みんな初⼼者じゃなくて何年も専⾨の訓練を受けてきたみたいで、どの⼈もほんとうにすごくて、このクラブに⼊るべきかどうかわからなくなってしまった。帰り道、中
国と⽇本の違いを感じるものをまた⼀つ発⾒した。それは遠慮というもので、⾞は通⾏⼈に先を譲るんだけど、中国ではちがって、そういう⾞は少なく、通⾏⼈は⾞を恐れて先
をゆずる。それに、道で先を争う⼈もいなくて、みんなお互いに遠慮する。こういうところが中国には⽋けているんじゃないかな︖ 夜はさらに忙しくて、⾃⼰紹介の準備をし
なければならなかった。それに、明⽇の運動会で全校⽣徒のスピーチをしなければならない。ほんとにめんどくさい︕︕︕︕︕︕ こんなふうに正式な授業の⼀⽇⽬は終わっ
た。⼀⽇⽬はあんまりいい⽇じゃなかったけど、すばらしい明⽇がきっと待っているはず︕︕︕ 9.18
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9.19

2007.10.05

今⽇は運動会だった。すごく興奮した。⽇本の運動会がどんなふうなのか早く⾒てみたかったので、⼋橋陸上競技場にかなり早くに着いた。着いてみるとほとんどの先⽣がもう
来ていて、みんな忙しく準備をしているところだった。⽣徒たちはクラスの体操服を着ているんだけど、⾊やデザインが多種多様で、⾒ていてクラクラするくらい。いよいよ9
時になって、運動会が始まった。僕が留学⽣として⾃⼰紹介した後、競技が始まった。まず最初は全校⽣徒による短距離競争で、なんと先⽣は僕にも参加させた。僕はそれまで
⾛ったことのない100mを⾛らされ、ビリになってしまって、すっかり恥をかいた。その次は障害物競⾛で、まずピンポン⽟を運ぶんだけど、今⽇は⾵が強くて吹き⾶ばされて
ばかりだった。⼆つめの障害物は網で、たくさんの⽣徒が網にからまっていた。三つめは⾵船をふくらませてからお尻の下に置いて割るというもの。どうしても破裂させられな
い⽣徒とか、⾵船を場外へ吹き⾶ばしてしまう⽣徒とかもいて、めちゃくちゃだった。そんな感じで午前が終わった。午後はまず⼀年⽣による借り物競争で、借りるものがまた
へんてこなものばかり。先⽣に借りたり、男⼦⽣徒に借りたり…。⼀年⽣が終わると、次は⼆年⽣による⼆⼈三脚だった。これは⾛るだけでなく障害物も越えなければならない
んだけど、いきなり倒してしまう⽣徒や、くぐりぬける⽣徒、あわてて地⾯に転がってしまう⽣徒がいて、⾒ているほうはじれったかった。その後は三年⽣によるパン⾷い競争
だった。⾷べる速さを競うんじゃないよ、⼿を使わずに⼝でつかむんだけど、もちろん条件があって、男⼦は⼀⼈で⼀⼈を背負って、⼥⼦は⼆⼈三脚で。当然競技中にズルをす
る⽣徒もいて、⾏ってすぐ⼿でパンをつかんでゴールに突進していった。次はムカデ競争で、5⼈の呼吸がどれくらい合っているかが試されるんだけど、これは簡単だろう。そ
の後の競技はみんなが⼀番注⽬するリレーだった。みんな全⼒で、クラスの栄光のためにがんばった。⽣徒による競技はこれで終わって、最後は先⽣たちによる競技―ボールパ
スで、ふだん体を動かさない先⽣たちに運動してもらう。みんなはしゃいで、汗だくになっていた。とうとう運動会が終わったけど、そのあとでまだひとつやることがあって、
それはゴミ拾い。⽇本⼈は、イベントが終わったらさっさと帰って⽚付けは作業員にまかせてしまう中国⼈とは違う。こういうちょっとしたことにも⽇本⼈の性質が表れる。よ
し、運動会も終わって、明⽇は勉強だ。がんばるぞ︕︕︕︕ 9.19
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9.20

2007.10.05

今⽇からまた平常どおりの授業に戻る。僕も勉強に戻ったわけだけど、今⽇は特別うれしい⼀⽇だった。理由は⼆つあって、⼀つは急に授業の変更があって、今⽇書道をやるこ
とになった。最初、僕はひそかに喜んだ。以前に習ったことがあるから。でも⾏ってみて呆然とした。そこで書くのは楷書じゃなくてなんと草書で、今まで書いたことないか
ら。でも意外なことに、まねをして書いた字が先⽣にほめられた。うれしいし、変な感じ。午後になって、学級会で席替えをした。意外なことに、⾝⻑順じゃなく、くじ引きで
決めた。おもしろいなぁ。放課後、僕も社会団体活動に参加した。もともとは卓球部に⾏くのはどうかと思っていた。そこの⼥⼦はすごいし、僕は基本もできていないから。で
もちょっとやってみて、打てたので安⼼した。うまくはないけど、救いようがないというほどでもない。こんなふうにうれしい⼀⽇が終わった。明⽇はどんな⽇になるだろう。
9.20
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9.21

2007.10.05

⽇本はさすが先進国で、いろいろと⼈にやさしく作られている。たとえば教室では、中国だと⿊板消しがチョークの粉でいっぱいになると、先⽣か⽣徒が叩いて粉を落とすけ
ど、⽇本だと専⽤の機械があって粉を吸い取るので、全然環境が汚染されない。それに、チョークに直接触らず、鋼鉄製のキャップをかぶせる。こうすれば先⽣が使うとき、⽪
膚を傷つけることがないし、チョークも折れにくい。ほかにもいろいろあるので、みんなも真剣に探してみたらきっと⽇本のいいところがたくさん⾒つかるよ。 9.21
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9.23

2007.10.05

今⽇僕は秋⽥の閻亜光さんとイオンショッピングセンターに⾏った。上海の徐家匯に似ている。何でも売っていて、ただあんなに⼤きくないだけ。下のフロアはレストランと婦
⼈服売り場、2階はレジャーのフロアで、映画館やゲームセンターがあって、⽇本のコンピュータゲームを⾒ることができた。でも予想外だったのは、ここのゲームはぬいぐる
みや賞品数台もない。しかもぬいぐるみをつかむゲームはぬいぐるみが機械の出⼝そばにあって、ちょっとコツをつかんで、根気強く数回やれば絶対とれる。当然ショッピング
センターなので⼤部分は洋服を売っているのだけど、4階には意外にも⾷品が売られていて、⽣鮮⾷料品、惣菜なんでもある。他にいくつかの⾯⽩い店がまだあって、店の中に
はへんてこりんなものが⾊々あった。渡り廊下を渡ると隣のショッピングセンターに⾏ける。そこはさっきのショッピングセンターとは違い、1、2階はすべてスーパーで、4階
は電器製品売り場だった。そこで僕はほしかったPSPを買うことができた。僕達はそこの本屋さんで漫画も⾒て、とても楽しかった。 9.23
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9.24

2007.10.05

今⽇はまた休みで、⽇本のお彼岸、つまりお墓参りの⽇だ。朝早くに、僕は家族と⼀緒にお墓参りに⾏った。市内を出て⼤仙市に⾏き、まずお⺟さんのお⽗さんのお墓に⾏っ
た。お墓参りは中国と同じで、果物をお供えして、お線⾹をあげ、拝めばいいんだ。でも⽇本のお墓は⼀箇所にかたまっているのではなく、⼀箇所に7、8個だけ。こういうの
もいいと思う。お墓参りの時にぎゅうぎゅうにならないから。その後、お⽗さんのお⺟さんの⽼⼈ホームに⾏った。⽇本の⽼⼈ホームは中国のよりずっと良い。第1に、中に⼊
る時に名前を書いて、消毒⽔でうがいをしなければならない。ホームの中を清潔の保つためだ。そのホームには40数名のお年寄りがいて、さすが⻑寿の国、みんな80歳以上
だ。部屋もとても広くて、中国の病院の病棟のようで、でもそれよりも広い。その上サービスもとても良くて、お年寄り達はみんなのんびりした様⼦だ。お昼になり、僕達は⽼
⼈ホームのそばの⼩さな店で⾷事をした。初めて本家本元のラーメンを⾷べた。午後はお⽗さんのお友達の家に⾏った。お⽗さんの親友だった⼈で、⼀昨年に亡くなったそう
だ。その後お⽗さんの⽣まれた家に⾏って、そこで写真を⾒て、しばらく休んでこの⽇1⽇のスケジュールを終えて家に帰った。 9.24
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9.25

2007.10.05

今⽇はとうとう卓球部に⼊った。訓練してみて、⾃分の基礎技術がまあまあで、ついていけそうだということがわかった。ただ部活の終わる時間がちょっと問題で、6時40分ま
で。このころにはすっかり⽇が暮れて、あたりは暗く、遠くがよく⾒えない。それに僕は歩いて帰らなければならなくて、家に帰ると疲れ果ててくたくただった。でもきっとそ
のうち慣れるはず。だってもっと困ったことも克服してきたんだから、こんなのはなんてことないよ。 9.25
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9.28

2007.10.05

今⽇は前期の修了式だったので、授業は午前中だけだったんだけど、その半⽇で変わった授業を体験した。それは料理の授業。これは中国にはまったくない。中国では学業だけ
が重視されるのでこんな授業はもちろんありえない。作ったのはピザ。まず、ドライイーストを⽔で溶いてから、その中に⼩⻨粉を⼊れ、その真ん中をへこませた。そこに卵と
砂糖を混ぜたものを⼊れ、⼿でこねた。ねばねばしておもしろかった。それからこね終わった⽣地をボウルに⼊れ、熱湯でゆせんをした。これには30分かかるんだけど、もち
ろんその間僕たちはひまではなくて、オーブンを予熱したり、使う材料を切ったり、その⼀部でスープを作ったり。ふつうの材料だけなのに、⼀緒に⼊れて、塩や胡椒などの調
味料を加えるとまた別の味わいになる。そうして30分たって、⽣地ができ、ピザの台の部分を作り始めたんだけど、この作業にはすごく時間がかかった。なぜかというと、ピ
ザは本来まるいものだけど、どうしてもまるくならなくて、いっそのこと四⾓くしたグループもいた。それから上にソースとチーズ、切った材料をのせた。とうとう準備が終わ
って、ピザをオーブンに⼊れた。オーブンは200℃なので、すぐできあがった。そのあともちろん⾷べてみた。技術はいまいちなんだろうけど、⾃分で作ったものだと⼀味ちが
う。時間がたつのが早くて、２コマの料理の授業はあっという間に終わった。午前中の授業はこれで終わり。午後は前期の修了式で、教室の掃除が終わったあと、第⼆体育館に
⾏った。そこは狭いけど、⽣徒も少なくて、ちょっとつめて座った。修了式の内容は少なくて、まず校歌が流れたんだけど、⽣徒はみんな歌いたくないみたいで声はほとんどな
かった。その後は校⻑先⽣の話で、あんまりわからないけど、やっぱり聞く努⼒をした。これも勉強の機会だからね。こうして秋休み前の最後の⼀⽇が終わった。やっと少し休
める。 9.28
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9.29

2007.10.05

今⽇から休みに⼊った。やっとゆっくり休めるし、これまでの⽣活で⾃分に何が⾜りなかったか反省したり、どういうことに⼒を⼊れなければならないか、どういう時間配分に
したらいいかを考えたり…とにかく、⽇本に来てからの第⼀段階の学習がとうとう終わった。今はちゃんと調⼦を整えて、第⼆段階に備えなければ。 9．29
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10。1

2007.10.26

今⽇は中国の国慶節。⽇本にいる⾃分はこの祭⽇を迎えることは出来ないけれど、まだあまりなれないね。ホストファミリーのお⽗さん、お⺟さんはよくでかけるので、家に⼀
⼈でつまらない。故郷の⽗⺟に会いたいな。いっしょに町へ出たり、家事を⼿伝ったりしたいな。
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10。3

2007.10.26

今⽇から3⽇間ずっと学校です（どうして学校が休みのときに⾃分だけ授業を受けに⾏かなくちゃ⾏けないんだ）。いつもどおりに朝から歩いて学校へ。でもこれからは服装が
違います。シャツ以外は背広のような服です。でも最近は秋といえども昔のように涼しくなく、まだ蒸し暑い⽇が続くので、学校に着く頃には汗だくです。服は悪くないけれ
ど、あまり着たくないなあ。もうひとつとまどうことは、⽇本の部活動って⽇曜⽇以外毎⽇あるのでしょうか。学校が休みのときまであって、まあ、⾃分も来たばかりなのであ
まりよくわかっていないけれど、普段の活動以外はあまり参加しないかな。
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10。5

2007.10.26

秋休み中の補講がおわりました。かえる途中、すごいものを⾒つけました。家から少し⾏ったところに⾃衛隊の駐屯地があり、普段は乗⽤⾞やジープしかとまっていませんが、
なんと帰る途中⾒たときにタンク戦⾞があったのです。正真正銘のタンク戦⾞です。⼤きな砲⼝、しかも機関銃を装備した、種類なんかはわかりませんが、本物の戦⾞を⾒れて
感激です。
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10。6

2007.11.03

今⽇もまた退屈な⼀⽇だった。僕は閻亜光のように先⽣にいろいろ連れて⾏ってもらえず、ただ家で本を読んだり、パソコンで遊んだりするだけ。そこで僕は決⼼した。必ずク
ラスメートと仲良くなって遊びに連れていってもらうんだ。そうすればひまじゃなくなって、しかも⾔語能⼒も向上して、まさに⼀挙両得だ。

葉 晨偉さんの⽇記



10。8

2007.11.03

今⽇僕は⽇本と中国で⼤きく異なることをひとつ⾒つけた----それは⾷事の時間。今⽇お⽗さんもお⺟さんも仕事が休みで家にいたので、昼⾷も早くに⽤意していなかった。お
昼の12時、下に降りて昼⾷は何なのか⾒に⾏ったけど、驚いたことにお⺟さんはソファでテレビを⾒ていて、台所にはまだ昼⾷の準備がされていなかった。僕はお昼は麺を⾷
べるのかもしれない、もう少ししてからでもいいと思った。でも僕が部屋でずっと待っていても、お⺟さんが⾷事に呼ぶ声は全然聞こえてこない。そうして2時が過ぎて、よう
やくごはんですよという待ちに待ったことばを⽿にしたのだった。同じように⼀⽇三⾷なのに、時間にこんなに差があるとは思いもよらなかった。ああ、⽇本には慣れていかな
ければならないことがまだたくさんあるなぁ。

葉 晨偉さんの⽇記



10。9

2007.11.03

秋休みが終わって、みんな学習に⼊った。今⽇はとうとう⽉曜⽇の授業を受けた（僕は学校に来てからまだ⽉曜⽇の授業を受けたことがなかった）。⽉曜⽇の授業には柔道があ
って、僕はとうとう柔道を体験できると思った。でも授業を受けるときになってなんと先⽣がいないので体育に変更と⾔われた。でもそれも悪くない。というのは学校に来てか
らまだ体育の授業を受けたことがなかったから。⽇本の体育は中国と全然ちがう。彼らは授業中ずっとバスケットボールをした。これはバスケが好きなクラスメートにとっては
すごくいい。でも⽇本のクラスメートにはうまい⼈はあまりいない。みんなめちゃくちゃで、抱きついたり、引っ張ったり、⼿をたたいたり、ファウルばっかり。倒れてもまだ
ボールを抱えていて⼈に渡すまいとする。まるで⼩学⽣だ。しかも変な動きをする⼈もいて、みんなの⼤爆笑が起こった。そうして45分の授業は終わった。学校に来てからい
ちばん楽しい授業だった。

葉 晨偉さんの⽇記



10。10

2007.11.03

今⽇通知を受け取ったんだけど、それは外国⼈スピーチコンテストに関するもので、僕はもちろん参加を申し込んだ。だってこれは勉強の鍛錬としての機会であるだけでなく、
⾃分の実⼒を発揮できるんだから。僕は必ずしっかりと準備をして、持てる⼒のすべてを発揮して、この数年⽇本語を勉強してきた成果を確かめよう。

葉 晨偉さんの⽇記



１０⽉１５⽇

2007.11.03

今⽇登校したら1時間⽬が柔道の授業だった。ビビってドキドキしたけど、なかなか楽しかった。授業の前に柔道着に着替えた。柔道着は⼤きいのだが、着ると気持ちいい。授
業が始まった。先ず準備運動。でも、普段やらない動きだし、中には出来ないのもあった。腹筋運動、腕⽴て伏せ、蛙⾶び、前転、これらは、なんとかクリア。その後がダメだ
った。側転、倒⽴、全然やったことない柔道の動き。基本は倒れた時に如何に⾃分の⾝体を守るかということだ。始めは⾒ていた、それから何度か⾛ったりしたが、⾒学という
感じだった。ついに、正式に始まった。まさに恐怖の時間の到来だ。柔道の動きは全て倒れること。思いもよらず、すでに倒れている。全ての動きは倒れることなのです。た
だ、転ぶまねだけじゃなく、⼆⼈で、ほんとに倒しあうのです。まさに恐怖。 アー︕︕︕︕︕︕︕︕︕︕こんな感じでしたが、⾯⽩い時間を過ごしました。

葉 晨偉さんの⽇記



10。16

2007.11.03

今⽇は最悪の⼀⽇。特に何もなく、いつも通りの授業が終わった。だが、帰る時、嫌な知らせを受け取った。それは僕にとって⻘天の霹靂ようなもの。講演が満席のためキャン
セルされたのです。僕はこの講演のため、あの⽇から準備を始めた。多くの資料を調べて、⽇本語に訳して。でも今⽇の短いひと⾔で、すべての努⼒が無駄になった。本当にが
っかり。

葉 晨偉さんの⽇記



10。17

2007.11.03

今⽇の体育の授業はバレーボールに変更になり、当然僕も参加しなきゃならない。僕達のグループは最強。試合ではは、1位を獲得。試合の中で僕は全部で3つのボールをつな
ぎ、得点をひとつあげた。サーブは3回、ひとつ成功した。⼤したことないようだけど、初めてやったにしては、充分満⾜のいくものだった。楽しく遊べた。

葉 晨偉さんの⽇記



10。18

2007.11.03

今⽇は芸術鑑賞の⽇で、朝の授業が終わってすぐ出発しました。僕はまだ⾃転⾞がないため、別の友達⼀緒にバスに乗るしかなく、でも、⽇本に来てまだバスに乗ったことがな
かったので、不安でした。⽇本のバスと上海は⼤きいな違いがあります。上海は⾃動⾞、⾃転⾞、バスが交通⼿段の3分の1を占めているため、バスはとても多く、間隔も短
い。平均的して6、7分に1台は来る。秋⽥のバスはそうではない。時間が決まっていて、間隔も1時間から30分あいている。30分待って、ようやく乗れた。⽇本は乗ってすぐ切
符を取り、下りる時にお⾦を払う。その上、駅が過ぎる毎に加算される。僕にとって難解だ。⽇本語多いからじゃなくて、字がないためです。全部数字。何から⼿をちければい
いのやら。後でようやく分かったのですが、乗ったときの切符にある数字を⾒て、まもなく着くバス停の上に書いてある数字を⾒る。そして、その額を払えばいいのだと。後で
簡単だって分かったけど、全然分からないときはどうしようとあせった︕

葉 晨偉さんの⽇記



10。18

2007.11.03

ついに秋⽥⽂化会館に着いた。ここは上海⼤劇場とほとんど同じ。こちらが⼩さくて、席は2階だけです。1︓30に始まりました。役者達の演技を⾒ていて、ひそかに驚いた。
魔笛が⽇本語になっているだけじゃなく、歌詞さえ直してある。でも、⼈に与える感じに変化はない。本当にすごい。その上この魔笛は⻘少年向けでユーモアを織り込んでい
る。全体を通して分かり易く、みんな⾒ていて楽しく、満⾜のいくものでした。

葉 晨偉さんの⽇記



10。20

2007.11.03

今⽇は⼟曜⽇で、⽩神森づくりの前夜です。僕は朝の講習を終えて、昼ご飯を⾷べ終わってお⽗さんと⼀緒に出発した。途中での友達2⼈と合流して、4⼈で談笑しながら旅路
についた。途中の景⾊は優美で、⾼速道路の両側の⽊は紅葉し、まだ⾚くなっていない楓葉の林があります。⾼速道路を降りると、能代市街を抜けると、海を⾒ることができま
す。海は、美しいときもあれば怖いときもあります。今⽇は⾬なので、波が⾼く、海辺の住⺠の家を⼀⼝で飲み込めそうなほどです。周囲の⼭も⾬の関係からか、ベールがかか
っているようです。僕達の前を⾒えつ、隠れつします。⼀時間半過ぎたころ、ついにハダハダ館に到着した。時間が早いため、お⽗さんと友達と⼀緒に練習した。僕が観衆の役
もしたりした。いつの間にか6︓30になり、⼣⾷の時間だ。⼣⾷は、盛りだくさんの寿司、おいしい⽜⾁、巨⼤なマグロ１匹。とても美味しい。温泉にも⼊り、とても⼼地い
い。浸かってる時、明桜⾼校の先⽣に偶然会った。⻑い間おしゃべりをした。このように⼀⽇が過ぎていった。夜はキャンプ場で泊まります。寝台⾞に似ている。施設は何でも
そろっていて、とても広くて、きれい。快適に過ごせた。

葉 晨偉さんの⽇記



10.21

2007.11.03

今⽇も依然として⻑⾬が続いている。午前9時すぎにに出発し、開村してる場所についた。みんな登⼭⽤の靴や服に着替えた。受付で⼿袋と植樹の説明を聞いた。みんながそろ
った時、主催してる側の話が終わってから、正式に始まった。⼭の中の天気は変わりやすい。朝は荒れ狂った空模様だったが、⼭まで⼊ったら、空は突然晴れてきた。当然、僕
達の植樹にとっても、助かりました。11︓30頃、ついに植樹が始まった。鋤の苗⽊は結構重い、それらを引っ張って少しずつ上の⽅へ、上げていく。僕が⼀番若いため、⼀番
⾼いところに、⾏かされた。事実は相反している。僕にとっては、かなり無理なことだと⾔った。⼯具を持つだけではなくて、その上60度の急斜⾯を登らなければならない。
加えてちょうど⾬が降ってきた。すべてがとても恐ろしかった。でも、幸い従業員の助けもあって、みごとに2株植えた。予定より1株少ないけれど、僕にとってはもうオーケ
ーなのだ。12︓45⾷事を⾷べ始めた。でも災いは不意に訪れるもので、また⼤⾵が吹き始めた。でも、これっぽちのことに少しも影響されない。みんな笑ってしゃべってい
る。午後になると、⼜晴れてきた。このおかげで林の中で散歩ができた。僕達はブナの中で歩き回った。⾃分の⾝体より太い幹をもつ⼀本⼀本の⽊、熊が登ったあとの⽖の印、
1⾯に落ちている果実、それらを⾒ながら歩いた。みんなリラックスして、説明係の解説を聞いていた。林の中をのんびりと散歩しながら、新鮮な空気を吸う、気持ちが晴れ晴
れする。⼀⽇の活動は終わって、海を眺めながら、⼣⽇が沈むのを⾒た。⼭の楓葉の林を眺みながら、満⾜して帰路についた。

葉 晨偉さんの⽇記
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